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関西文化学術研究都市：「ヒューマン・エルキューブ産業創成のための研究プロジェクト」�

　
文
部
科
学
省
の
平
成
１４
年
度
創
設
事
業
で
あ

る
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」
に
、本
学
が
中

核
的
研
究
機
関
と
な
っ
て
関
西
文
化
学
術
研
究

都
市
地
域
か
ら
申
請
を
行
っ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ル

キ
ュ
ー
ブ
産
業
創
成
の
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、全
国
１２
地
域
の
う
ち
の
１
つ
と
し
て
採
択
さ

れ
た
。�

　
同
事
業
は
、平
成
１３
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
第
2
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ
き
、特
定

の
技
術
領
域
に
特
化
し
、地
域
の
知
的
創
造
の
拠

点
で
あ
る
大
学
等
の
公
的
機
関
を
核
と
し
て
、研

究
機
関
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
研
究
開
発
型
企

業
等
に
よ
る
国
際
的
な
競
争
力
の
あ
る
技
術
革

新
の
た
め
の
集
積
の
創
成（
日
本
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
の
形
成
）を
目
指
す
も
の
で
、地
方
公
共
団
体

等
の
主
体
性
を
重
視
し
た
支
援
事
業
で
あ
り
、事

業
期
間
は
５
年
間
、予
算
規
模
は
年
間
６０
億
円（
１

地
域
当
た
り
年
間
５
億
円
程
度
）と
な
っ
て
い
る
。�

　
採
択
さ
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ル
キ
ュ
ー
ブ
産
業

創
成
の
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
Ｉ
Ｔ
・
ゲ

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
地
域�

「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
採
択
と
推
進�
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ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
高
度
利
用
に
よ
る
豊
か
な
生
活
支

援
技
術
の
創
出
」
を
特
定
領
域
と
し
て
、ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス（
生
命
、健
康
、福
祉
、環
境
）、リ
ビ
ン
グ

（
生
活
、文
化
、娯
楽
、家
）、ラ
ー
ニ
ン
グ（
教
育
、生

涯
学
習
、体
験
学
習
）の
３
つ
の
Ｌ
を
軸
と
し
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。�

　
具
体
的
に
は
、本
学
と
同
志
社
大
学
・
大
阪
電

気
通
信
大
学
に
よ
る
ゲ
ノ
ム
関
連
の
利
用
技
術
、

次
世
代
家
電
の
開
発
、健
康
・
福
祉
・
技
術
の
開
発

な
ど
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
が
、本
学
は「
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
ス
解
析
技
術
開
発（
小
笠
原
直
毅
　

情
報

科
学
研
究
科
教
授
）」
、「
高
付
加
価
値
蛋
白
質
の

植
物
生
産
技
術
の
開
発（
横
田
明
穂 
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
教
授
）」
、「
ゲ
ノ
ム
情
報
と
物
質
科

学
を
融
合
し
た
医
療
材
料
の
た
め
の
技
術
開
発（
谷

原
正
夫
　

物
質
創
成
科
学
研
究
科
教
授
）」
の
３

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
っ
て
い
る
。�

　
本
学
は
、知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
本
部
に
お
い
て

研
究
課
題
の
設
定
、研
究
指
導
等
、研
究
活
動
を

掌
理
す
る
研
究
統
括
に
小
笠
原
教
授
が
就
任
し

て
い
る
ほ
か
、平
成
１５
年
度
か
ら
「
植
物
バ
イ
オ
を

利
用
し
た
環
境
浄
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発（
新
名
惇

彦 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
教
授
）」
が
新
た
に

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
る
な
ど
、本
事
業
の
成

果
育
成
な
ら
び
に
産
学
官
連
携
体
制
の
構
築
、展

開
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。�

　
１
月
２３
日（
木
）、（
社
）関
西
経
済
連
合
会
及
び

（
財
）奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
支
援
財

団
と
の
共
催
に
よ
り
、第
３
回
N
A
I
S
T
産
学

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム「
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
地

域
　

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
　:

　

多
様
ゲ
ノ
ム
高
度
利
用
技

術
の
開
発｣

を
関
西
経
済
連
合
会
会
議
室（
大
阪

市
北
区
）に
て
開
催
し
、産
業
界
等
か
ら
約
７０
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
�

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、関
西
文
化
学
術
研
究
都

市
地
域
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」
の
中
か

ら
、本
学
が
実
施
し
て
い
る
研
究
を
紹
介
し
た
。
ま

ず
、安
田
國
雄
　

副
学
長
の
挨
拶
の
後
、野
依
正
晴

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
地
域
　

知
的
ク
ラ
ス
タ

ー
推
進
本
部
事
業
総
括
か
ら
同
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、そ
の
後
、小
笠
原
直
毅
　

情
報

科
学
研
究
科
教
授
、富
澤
健
一（
財
）地
球
環
境

産
業
技
術
研
究
機
構
主
席
研
究
員
、谷
原
正
夫
 

物
質
創
成
科
学
研
究
科
教
授
に
よ
る
講
演
・
質
疑

応
答
及
び
、塩
満
典
子
　

先
端
科
学
技
術
研
究
調

査
セ
ン
タ
ー
教
授
に
よ
る
本
学
の
産
学
連
携
活
動

に
つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、講
演
後
は

交
流
会
が
開
か
れ
、参
加
者
と
講
演
者
と
の
直
接

対
話
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
�

第
3
回
N
A
I
S
T
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム�

「
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
地
域 

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー:�

　
　
　
　
　
　
多
様
ゲ
ノ
ム
高
度
利
用
技
術
の
開
発
」�▲ 同フォーラムの様子�
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ハブ研究室（RITE内）�

タバコでの医療用等�
蛋白質生産�

多種多様な植物での�
蛋白質生産�

奈良先端大/RITE/企業�

ベンチャー企業� ベンチャー企業�

ベンチャー企業� ベンチャー企業�

基盤技術開発と�
　ハブ研究室支援�

奈良県農業技術センター�

ﾎｽﾄ植物利用範囲の拡大�

近畿大学農学部�

生産性と生育速度�
改良のテクノロジー�

静岡県立大学�

選択マーカーの開発�

奈良先端大�

葉緑体プラスミッド�
の開発�

葉緑体プラスミッドを�
用いた蛋白質生産�

核�

葉緑体�

有用遺伝子�

物質生産�

・医薬品等、工業用�
　酵素類、脂肪酸、�
　油脂等�

・家畜飼料、養殖魚�
　飼料�

多
様
ゲ
ノ
ム
高
度
利
用
技
術
の
開
発�

　
　
高
付
加
価
値
蛋
白
質
の
植
物
生
産
技
術
の
開
発
　�

▲図１　葉緑体形質転換による�
医療用蛋白質生産技術の開発�

▲図２　研究組織と役割分担�

　
高
等
植
物
の
葉
緑
体
形
質
転
換
系
を

用
い
て
、医
療
用
等
高
付
加
価
値
蛋
白

質
を
葉
緑
体
で
生
産
す
る
た
め
の
技
術

開
発
を
目
指
し
て
い
る
。
研
究
代
表
者
で

あ
る
私
の
ほ
か
、共
同
研
究
機
関
と
し
て

（
財
）地
球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構（
以

下
、Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）、奈
良
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、近
畿
大
学
農
学
部
、静
岡
県
立
大

学 

大
学
院
生
活
健
康
科
学
研
究
科
並

び
に
数
社
の
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。�

�

　
こ
れ
ま
で
の
基
礎
研
究
に
お
い
て
、葉

緑
体
ゲ
ノ
ム
へ
の
外
来
遺
伝
子
導
入
に
よ

る
大
量
の
蛋
白
質
合
成
系
を
確
立
し
た
。

タ
バ
コ
葉
緑
体
ゲ
ノ
ム
に
モ
デ
ル
蛋
白
質

遺
伝
子
と
し
て
、green
 
flu
orescen

t 

protein

（G
F
P

）遺
伝
子
を
導
入
す
る
と
、

大
量
のG

F
P

蛋
白
質
が
葉
緑
体
に
蓄
積

す
る
こ
と
を
見
い
出
し
た
。
元
来
、植
物

葉
緑
体
は
400 

mg
／
ml
の
可
溶
性
蛋
白
質
を

含
ん
で
い
る
が
、葉
緑
体
は
さ
ら
に
大
量

の
蛋
白
質
を
蓄
積
可
能
で
あ
る
。
ま
さ
に
、

外
来
遺
伝
子
導
入
に
よ
っ
て
望
み
の
有

用
蛋
白
質
を
合
成
す
る
理
想
的
な
系
で

あ
る
。�

　
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、こ
の
優
れ
た

植
物
葉
緑
体
の
能
力
を
、医
療
用
等
高

付
加
価
値
蛋
白
質
の
合
成
に
利
用
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る（
図
１
）。
既
に
大

腸
菌
や
植
物
の
核
染
色
体
へ
の
遺
伝
子

導
入
に
よ
っ
て
医
療
用
蛋
白
質
の
合
成

研
究
が
各
国
で
進
ん
で
い
る
が
、そ
の
手

法
の
限
界
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
限

界
と
は
、大
腸
菌
等
細
菌
を
使
っ
た
場
合
、

最
終
製
品
へ
の
毒
素
の
混
入
を
防
ぎ
切

れ
な
い
。
ま
た
、植
物
核
へ
の
遺
伝
子
導

入
の
場
合
、合
成
量
が
少
な
い
こ
と
と
花

粉
の
飛
散
に
よ
る
自
然
界
へ
の
遺
伝
子
の

伝
播
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
葉
緑
体
工

学
の
医
療
用
蛋
白
質
生
産
へ
の
利
用
は

こ
れ
ら
の
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
も
の

で
あ
る
。
当
該
技
術
を
主
要
作
物
で
実

現
す
れ
ば
、医
療
用
蛋
白
質
を
安
全
か
つ

安
価
に
工
業
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。�

　
植
物
葉
緑
体
へ
の
遺
伝
子
導
入
は
、こ

れ
ま
で
に
世
界
的
に
タ
バ
コ
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
で
し
か
成
功
し
て
い
な
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、既
に
開
発
済
み
の
技
術
を
基

本
に
、よ
り
安
全
な
葉
菜
植
物
の
葉
緑

体
形
質
転
換
技
術
を
開
発
し
、タ
バ
コ
を

含
め
こ
れ
ら
の
植
物
に
よ
っ
て
医
療
用
蛋

白
質
の
合
成
手
法
を
開
発
し
、そ
の
技

術
を
特
許
化
す
る
と
と
も
に
、生
産
ベ
ン

チ
ャ
ー
会
社
を
設
立
す
る
。�

　
欧
米
で
は
既
に
、遺
伝
子
組
換
え
技

術
に
よ
っ
て
、エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
、顆
粒
球

コ
ロ
ニ
ー
刺
激
因
子
、可
溶
性
腫
瘍
壊
死

因
子
、イ
ン
ス
リ
ン
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ンα
、

β
及
び
γ
、イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
２
等
、２２

種
類
の
医
療
用
リ
コ
ン
ビ
ナ
ン
ト
蛋
白
質

の
生
産
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、2
0
0
0

年
の
年
間
の
売
上
げ
は
125
億
ド
ル
に
達

す
る
。
葉
緑
体
工
学
で
こ
れ
ら
の
蛋
白
質

を
合
成
で
き
れ
ば
、核
へ
の
遺
伝
子
導
入

に
比
べ
て
生
産
性
は
１０
倍
以
上
増
加
し
、

充
分
世
界
販
売
戦
略
に
勝
利
で
き
る
。

生
産
に
つ
い
て
は
、け
い
は
ん
な
地
区
に
形

質
転
換
植
物
栽
培
分
子
温
室
を
建
築

す
る
こ
と
で
、同
地
区
を
正
し
く
「
け
い

は
ん
な
ジ
ー
ン
バ
レ
ー
」
に
す
る
こ
と
が
、

研
究
代
表
者
の
夢
で
あ
る
。�

　
研
究
は
、Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
に
ハ
ブ
研
究
室
を

設
け
、こ
こ
に
本
学
、奈
良
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
、近
畿
大
学
農
学
部
、静
岡
県

立
大
学
が
開
発
し
た
新
規
技
術
を
導
入

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。�

（
図
２
）�

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科�

 

　
教
授
　

横
田
　
明
穂�

　yokota@
bs.aist-nara.ac.jp
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物
質
創
成
科
学
研
究
科�

　
教
授
　

谷
原
　
正
夫�

　m
tanihar@

m
s.aist-nara.ac.jp

ゲ
ノ
ム
情
報
と
物
質
科
学
を�

　
　
　
融
合
し
た
医
療
材
料
と
は�

　
蛋
白
質
の
構
造
に
基
づ
い
て
新
し
い
機

能
分
子
を
創
り
出
す
試
み
は
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
手
法
も
確
立

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、様
々
な
新
し
い

試
み
が
必
要
で
あ
る
が
、そ
こ
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
新
機
能
性
分
子
は
無
限
の
可

能
性
を
秘
め
て
お
り
、そ
の
成
果
に
大
き

な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。�

▲図１                     　蛋白質からの新機能分子の創成�

蛋白質�
高価、不安定、�
副作用、抗原性�

ペプチド�
化学合成�
安価で安定�
抗原性低い�

新機能性分子�

▲図２                      動物体内で形成された骨�

▲図３                      人工コラーゲン分子�

ゲ
ノ
ム
情
報
〜
生
命
の
設
計
図�

か
ら
新
機
能
分
子
の
創
成�

骨
を
作
る
新
材
料�

コ
ラ
ー
ゲ
ン
様
分
子
の
化
学
合
成�

終
わ
り
に�

　
ヒ
ト
の
全
ゲ
ノ
ム
が
解
明
さ
れ
、生
命

の
基
本
設
計
図
が
我
々
の
目
の
前
に
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
情
報
は
核
酸
塩
基
の
配
列
で
書

か
れ
た
蛋
白
質
の
設
計
図
が
主
で
あ
り
、

蛋
白
質
の
働
き
と
構
造
の
関
係
を
解
明

す
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
私
達
は
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成

事
業
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
と
し
て
、

蛋
白
質
の
構
造
か
ら
そ
の
働
き
を
推
定

し
、こ
れ
を
化
学
的
に
合
成
可
能
な
ペ
プ

チ
ド
分
子
と
し
て
取
出
し
、さ
ら
に
こ
れ

ら
を
任
意
に
組
合
わ
せ
て
、医
療
材
料
と

し
て
有
用
な
新
機
能
分
子
を
創
成
す
る

試
み
に
挑
戦
し
て
い
る（
図
１
）。�

　
こ
の
よ
う
な
試
み
の
1
つ
と
し
て
、骨

形
成
蛋
白
で
あ
る
B
M
P
¦
2
の
機
能

部
位
を
抽
出
し
た
化
学
合
成
ペ
プ
チ
ド

を
、海
藻
由
来
の
多
糖
類
か
ら
作
製
し

た
人
工
細
胞
外
マ
ト
リ
ク
ス
に
結
合
し
た

材
料
を
作
製
し
た
。こ
の
材
料
は
実
験

動
物
の
体
内
で
骨
を
形
成
し（
図
２
）、

骨
修
復
材
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。�

　
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
分
子
鎖

が
3
本
よ
り
合
わ
さ
っ
た

繊
維
状
蛋
白
質
で
、皮
膚

や
骨
な
ど
の
強
さ
の
も
と

に
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
分
子
に
特
徴

的
な
3
つ
の
ア
ミ
ノ
酸
の

繰
返
し
か
ら
な
る
高
分

子
を
化
学
的
に
合
成
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。こ

の
分
子
が
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
同
様
の
三
重
ら

せ
ん
構
造（
図
３
）を
形
成
す
る
こ
と
も

明
ら
か
に
し
た
。
従
来
、天
然
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
が
医
療
材
料
、化
粧
品
、食
品
な
ど

に
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、B
S
E（
狂

牛
病
）感
染
の
問
題
の
た
め
、よ
り
安
全

性
が
高
い
材
料
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
私

た
ち
の
人
工
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
そ
の
1
つ
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。�



WINTER 2003  せんたん ５�
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▲ 講演する 関 教授�

▲ 挨拶する 山口附属図書館長�

▲ 奈良県新公会堂にて記念写真�

　
１０
月
２３
日（
水
）か
ら
３
日
間
、本
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
、電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
及
び
著
作
権
に
関
す
る
職

員
養
成
講
座
と
し
て「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
電
子
図
書
館
学
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。�

　
同
講
座
は
、開
館
以
来
、電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
構
築
・
運
営
の
過
程
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、電
子
図

書
館
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
維
持
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
、あ
る
い
は
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
計
画
中
の
他
大

学
図
書
館
職
員
等
を
対
象
と
し
て
、実
務
に
役
立
つ
基
本
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。�

　
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、全
国
国
立
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
２３
機

関
よ
り
２５
名
が
参
加
。「
電
子
図
書
館
と
著
作
権
」（
尾

史
郎 

文
化

庁
長
官
官
房
著
作
権
課
著
作
物
流
通
推
進
室
室
長
）、「
国
立
国
会

図
書
館
に
お
け
る
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」（
田
屋
裕
之 

国
立
国
会

図
書
館
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
課
長
）等
の
多
彩
な
講
義
に

加
え
、約
３
時
間
半
の
電
子
化
作
業
の
体
験
実
習
が
行
わ
れ
、受
講
生

の
好
評
を
得
た
。
ま
た
、質
疑
応
答
で
は
、電
子
図
書
館
の
将
来
像
・
課

題
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。�

「
第
4
回
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
電
子
図
書
館
学
講
座
」�

「
第
１
回
実
証
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学�

  

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」�

「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」�

　
第
２
・
３
回
「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、（
社
）関
西
経
済
連
合
会
及
び

（
財
）奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
支
援
財
団
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。�

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、本
学
の
先
端
的
な
研
究
成
果
や
独
創
的
な
研
究
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、関
西
に
お
け
る
研
究
実
務
者
レ
ベ
ル
の
交
流
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
を
目
的

に
年
３
回
開
催
す
る
も
の
で
、講
演
及
び
質
疑
応
答
、見
学
会
、交
流
会
が
行
わ
れ
る
。�

　
第
２
回
は
、１１
月
１５
日（
金
）、｢

次
世
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ｣

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、産
業
界
等
か
ら
約
５０
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。�

　
当
日
は
、安
田
國
雄 

副
学
長
の
挨
拶
の
後
、山
口 

英
・
関 

浩
之 

情
報
科
学
研
究
科

の
両
教
授
に
よ
る
講
演
及
び
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、講
演
の
後
に
は
見
学
会
、

交
流
会
が
開
か
れ
、盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。�

　
第
３
回
に
つ
い
て
は
巻
頭
特
集（
P
２
）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
情
報
科
学
研
究

科
で
は
、「
第
１
回
実

証
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

ム
」を
１０
月
３
日（
木
）

か
ら
２
日
間
、
奈
良

県
新
公
会
堂
に
お
い

て
開
催
し
た
。�

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

文
部
科
学
省
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

経
費
を
受
け
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、

１５
ヶ
国
か
ら
１８９
名
が

参
加
。
I
B
M
そ
の

他
の
研
究
所
で
長
年

活
躍
さ
れ
、『P

rogram
 E
volution

』の
著
者
と
し
て

高
名
なL

.B
elad
y

博
士
に
よ
る
基
調
講
演
、２０
件
の
一

般
講
演
、２３
件
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
た
。�

　
当
日
は
、実
証
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
に
お
け
る
研
究
の

動
向
、地
域
間
で
の
比
較
な
ど
活
発
な
議
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、具
体
的
な
デ
ー
タ
や
事
例
を
示
し
な
が
ら

の
議
論
が
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
の
研
究
者
だ
け
で
な
く

多
く
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
者
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て

も
有
益
で
あ
る
こ
と
を
、多
く
の
参
加
者
に
強
く
印
象

づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
成
功
に
よ
り
、今
後
、

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。�
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▲ お帰りなさい、修了生たち！�

▲ 職員の意識高揚を図る�

▲ 同会議の様子�

「
第
5
回
運
営
諮
問
会
議
」�

「
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
導
入
の
中
間
報
告
会
」
�

「
第
１
回
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ�

     

リ
カ
レ
ン
ト
バ
イ
オ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」�

　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
で
は
、１１
月
２９
日（
金
）か
ら

２
日
間
、同
研
究
科
中
講
義
室
に
お
い
て
、「
第
１
回
Ｎ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
リ
カ
レ
ン
ト
バ
イ
オ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
た
。

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、先
端
科
学
技
術
は
日
進
月
歩
で
あ

る
た
め
、定
期
的
に
修
了
生
を
大
学
に
呼
び
戻
し
、最
新
の

研
究
を
講
義
す
る
こ
と
、及
び
修
了
生
と
大
学
と
の
絆
を

強
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
、同
研
究
科
修
了
生
を
対
象
と

し
て
開
催
し
た
も
の
で
、第
１
・
２
期
修
了
生
を
中
心
に
２３

名
の
参
加
者
を
集
め
た
。�

　
初
日
は
、午
後
１
時
に
開
始
し
、新
名
惇
彦 

同
研
究
科

長
か
ら
開
会
の
挨
拶
並
び
に
本
学
の
最
近
の
動
向
、２１
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、次
い
で
最
新
の
研
究
科
紹
介
ビ
デ
オ
を
上
映
し
た
。そ
の
後
、谷 

吉
樹
・

塩
坂
貞
夫
・
真
木
壽
治 

同
研
究
科
各
教
授
及
び
佐
野 

浩 

遺
伝
子
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
に
つ
い
て
の
講
演
が
な
さ
れ
た
。
講
演
終
了
後
は
大
学
会

館
に
会
場
を
移
し
、懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。�

　
２
日
目
午
前
は
、昨
年
４
月
に
同
研
究
科
か
ら
情
報
科
学
研
究
科 

情
報
生
命
科
学

専
攻
に
移
り
、バ
イ
オ
分
野
と
情
報
分
野
の
融
合
領
域
研
究
を
進
め
て
い
る
小
笠
原
直
毅 

情
報
科
学
研
究
科
教
授
の
講
演
の
あ
と
、横
田
明
穂 

同
研
究
科
教
授
か
ら
、文
部
科
学

省
が
平
成
１４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
事
業
と
し
て
本
学
が
同
志
社
大
学
・
大
阪
電
気
通
信
大
学
等
と
研
究
を
進
め
て
い
る

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ル
キ
ュ
ー
ブ
産
業
創
成
の
た
め
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想（
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
地
域
）に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。
午
後
は
、現
役
学
生
と
修

了
生
と
の
交
流
の
場
が
持
た
れ
、外
部
か
ら
見
た
本
学
の
姿
、企
業
の
バ
イ
オ
研
究
と
開

発
、就
職
活
動
と
研
究
活
動
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、磯
貝 

彰 

同

研
究
科
教
授
の
挨
拶
に
よ
り
、盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。�

　
２
日
間
を
通
じ
、終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
も
と
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
行
わ
れ
、参
加

者
達
は
当
時
を
懐
か
し
み
な
が
ら
旧
交
を
暖
め
る
と
と
も
に
、活
発
な
意
見
交
換
も
行

う
な
ど
、第
１
回
目
の
試
み
な
が
ら
大
変
好
評
を
博
し
た
。
同
研
究
科
で
は
、同
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
今
後
、全
修
了
生
を
対
象
に
毎
年
開
催
す
る
こ
と
と
し
、秋
の
恒
例
行
事
に
す

る
こ
と
と
し
た
。�

　
１０
月
２４
日（
木
）、「
第
５
回
運
営
諮
問
会
議
」
が
事
務

局
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。�

　
委
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、沢
田
敏
男 

京
都
大
学
名
誉

教
授
・
日
本
学
士
院
会
員
が
会
長
に
、藤
野
政
彦 

武
田
薬

品
工
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
が
副
会
長
に
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。
鳥
居
宏
次
学
長
か
ら
、現
在
の
国
立

大
学
を
取
巻
く
状
況
及
び
本
学
で
の
取
組
み
状
況
等
に
つ

い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
、そ
の
後
、「
国
立
大
学
法
人
化
を

踏
ま
え
た
本
学
の
将
来
像
」に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
た
。�

　
沢
田
会
長
を
は
じ
め
９
名
の
出
席
委
員
か
ら
は
、「
創
造
性
豊
か
な
人
材
養
成

の
た
め
に
、全
人
的
な
人
間
形
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
て
欲
し
い
」
、

「
国
際
化
と
大
学
の
活
性
化
の
た
め
、外
国
人
招
へ
い
制
度
の
推
進
を
図
っ
て
欲
し

い
」
等
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。�

　
１２
月
２５
日（
水
）、施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
、

Ｆ
Ｍ
）推
進
室
主
催
に
よ
り
、事
務
局
職
員
を
対

象
に
、Ｆ
Ｍ
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。�

  

　
同
推
進
室
は
、平
成
１４
年
６
月
に
設
置
さ
れ
、

施
設
の
有
効
活
用
及
び
効
率
的
な
施
設
の
維
持
・

管
理
・
運
営
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の
構
築
と
Ｆ

Ｍ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
初
期
的
Ｆ
Ｍ
に
取
組
ん

で
き
た
が
、今
回
は
そ
の
進
捗
に
つ
い
て
中
間
報

告
を
行
う
と
と
も
に
、本
学
に
お
け
る
「
施
設
」
を
切
り
口
と
し
た
経
営
管
理
手

法
と
し
て
の
問
題
発
見
・
解
決
型
Ｆ
Ｍ
「
課
題
と
目
標
」
を
、現
在
開
発
中
の
シ
ス

テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
紹
介
し
た
。�

　
当
日
は
事
務
局
職
員
約
４０
名
が
出
席
し
、活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、職

員
の
Ｆ
Ｍ
に
関
す
る
意
識
高
揚
を
促
し
た
。�
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地域連携� N
E
W
S!

N
E
W
S!

▲ 同説明会の様子�

▲ 同セミナーの様子�

▲ 日韓学生・研究者らの熱い議論�

「
バ
イ
オ
特
許
説
明
会
」
�「
知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
」
�「
韓
国
光
州
科
学
技
術
院
と�

  

　
　
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」�

　
物
質
創
成
科
学
研
究
科
で
は
、韓
国
光
州
科
学
技

術
院（K

-JIS
T

）物
質
理
工
学
研
究
科
と
、相
互
の
学

術
交
流
の
一
環
と
し
て
「2nd K

-JIST
/N
A
IST

 Joint 
Sym

posium
 on A

dvanced M
aterials

」
を
、１１
月

６
日（
水
）か
ら
４
日
間
開
催
し
た
。�

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、昨
年
３
月
の
韓
国
で
の
開
催
に

引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。K-JIS

T

か
ら
の

Jang-Joo 
K
im
 

同
研
究
科
長
を
代
表
と
す
る
１６
名

を
含
め
、多
数
の
研
究
者
・
学
生
ら
が
参
加
し
、１２
件
の

口
頭
発
表
並
び
に
２４
件
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
た
。�

　
当
日
は
、互
い
に
対
応
す
る
研
究
分
野
の
み
な
ら
ず
、

広
く
物
質
の
創
製
か
ら
材
料
機
能
と
そ
の
発
現
原
理

に
わ
た
る
高
い
レ
ベ
ル
の
識
見
の
交
換
が
行
わ
れ
、大
変

有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
日
韓

両
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、両
大
の
教
官

が
互
い
に
評
価
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
１
名
に
ポ
ス
タ
ー
賞

が
授
与
さ
れ
た
。
最
後
に
、今
後
も
更
に
理
解
と
親
善

を
深
め
る
た
め
、継
続
的
な
交
流
を
続
け
る
こ
と
と
し
、

次
回
は
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。�

　
本
学
で
は
、横
田
明
穂 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科

教
授
と
重
岡 

成 

近
畿
大
学
農
学
部
教
授
の
共
同
発

明
「
高
等
植
物
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
方
法
」の
国

有
特
許
の
成
立
を
受
け
て
、科
学
技
術
振
興
事
業
団

等
の
協
力
の
下
、１１
月
８
日（
金
）、ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
大

阪（
大
阪
市
北
区
）に
お
い
て
「
バ
イ
オ
特
許
説
明
会
」

を
開
催
し
た
。�

　
本
学
に
と
っ
て
、国
有
特
許
の
技
術
移
転
を
目
的
と

し
た
説
明
会
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、主
に
国

内
企
業
向
け
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、一
般
企
業
、公
的
研

究
機
関
な
ど
か
ら
約
４０
名
の
参
加
者
が
あ
り
、同
特

許
に
対
す
る
高
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ
た
。
加
え
て
、

技
術
内
容
の
説
明
後
に
個
別
相
談
会
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
、技
術
移
転
へ
向
け
た
実
り
あ
る
説
明
会
と
な
っ

た
。�

　
同
特
許
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、食
糧
、

工
業
、医
薬
品
、園
芸

分
野
に
お
け
る
生
産

性
の
向
上
、生
活
に
必

需
の
資
源
の
確
保
等

と
と
も
に
、
砂
漠
化
、

地
球
温
暖
化
等
と
い
っ

た
地
球
規
模
の
問
題

の
解
決
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。�

　
先
端
科
学
技
術
研
究

調
査
セ
ン
タ
ー
と
特
許

庁
及
び
近
畿
経
済
産
業

局
の
共
催
で
、１２
月
１３

日
（
金
）
、「
知
的
財
産

権
セ
ミ
ナ
ー
」
が
同
セ
ン

タ
ー
１
階
研
修
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。�

　
近
年
、
大
学
の
研
究

成
果
を
社
会
へ
還
元
す

る
こ
と
が
要
望
さ
れ
て
い

る
中
で
、大
学
に
と
っ
て
、

知
的
財
産
の
管
理
・
運

営
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
１１
月
２７
日（
水
）に
は
知
的
財
産
基
本
法
が

国
会
成
立
し
、大
学
に
お
い
て
も
人
材
の
育
成
、研
究

及
び
そ
の
成
果
の
普
及
に
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
努
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

塩
満
典
子 

同
セ
ン
タ
ー
教
授
が
、「
知
的
財
産
に
係
る

政
府
施
策
等
に
つ
い
て
」
、小
鍛
冶
特
許
事
務
所
所
長 

小
鍛
冶 
明 
氏
が
「
知
的
財
産
管
理
・
知
的
財
産
部
設

立
準
備
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、知
的

財
産
に
係
る
最
新
の
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。�

　
当
日
は
教
官
、学
生
、事
務
職
員
ら
８０
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
、い
か
に
知
的
財
産（
研
究
成
果
）の
創
造
、

普
及
、人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。�
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▲ オープンキャンパスの様子�

▲ 公開講座の様子�

　
１１
月
２
日（
土
）、本
学
の
施
設
や
研
究
室
を
開
放
す
る

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し
た
。こ
れ
は
、本
学
の
研

究
成
果
を
一
般
市
民
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
恒
例
の
行
事
で
、今
回
が
８
回
目
の
開
催

と
な
る
。
当
日
は
、子
供
か
ら
年
配
の
方
々
ま
で
、１
、３
０
０

名
を
超
え
る
人
々
が
本
学
を
訪
れ
、最
先
端
の
科
学
技
術
に

触
れ
親
し
ん
だ
。�

　
ま
た
、学
内
各
所
で
は
、生
駒
市
と
の「
親
子
科
学
教
室
」
、

（
財
）奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
支
援
財
団
と
の

「
小
中
学
生
の
た
め
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
」
、生
駒
商

工
会
議
所
と
の
「
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
ー
」
な
ど
、地
域
と
の

連
携
に
よ
る
事
業
が
同
時
開
催
で
多
数
実
施
さ
れ
、い
ず
れ

も
好
評
を
博
し
た
。�

　
参
加
者
か
ら
は
、「
説
明
が
と
て
も
上
手
で
よ
く
分
か
っ

た
」
、「
日
々
の
研
究
が
日
常
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。�

秋
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催�

公
開
講
座
2
0
0
2
�

「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ�

　
バ
イ
オ
の
研
究
」
を
開
講�

　
１０
月
１９
日
か
ら
１１
月
１６
日
ま
で
の
毎
土
曜
日（
11
月
２
日
を
除

く
）の
４
日
間
、ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、公
開
講
座
２
０
０
２

「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
バ
イ
オ
の
研
究
」
が
開
講
さ
れ
、１６２
名
が
受
講

し
た
。�

　
同
講
座
で
は
、現
在
、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
研
究
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
を
最
新
の
研
究
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、植
物
・
微
生
物
・
動
物
の
体
作
り
と
仕
組
み
な
ど
の
話

題
を
も
と
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。�

　
受
講
生
は
、身
近
な
話
題
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
か
ら
、終
始

メ
モ
を
と
る
な
ど
、熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。
講
義
終
了
後
も
活
発
な

質
疑
応
答
が
時
間
を
超
過
し
て
行
わ
れ
る
な
ど
、大
変
好
評
を

博
し
た
。�

▲ 「親子科学教室」�

▲ 「小中学生のためのバイオサイエンス講座」�

▲ 「ものづくりフェアー」�
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関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
6
大
学
が
連
携
し�

「
市
民
公
開
講
座
」
を
開
催�

生
駒
市
北
コ
ミ
セ
ン
に
、�

案
内
シ
ス
テ
ム
「
た
け
ま
る
く
ん
」
を
設
置
�

生
駒
市
と
の
連
携
で�

先
端
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催�

　
生
駒
市
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
I
S
T
A
は
ば
た
き
の
竣
工
式
典
が
、１１
月
６
日

（
水
）、生
駒
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
多
数
来
席
し
て
挙
行
さ
れ
、本
学
か
ら
鳥
居

宏
次
学
長
が
出
席
し
た
。�

　
同
セ
ン
タ
ー
の
館
内
ガ
イ
ド
と
し
て
、同
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
け
ま
る
く
ん
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
開
発
し
た
情
報
科
学
研
究
科
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
講
座
の
車
い
す
型
ロ
ボ
ッ

ト
と
、同
研
究
科 

音
情
報
処
理
学
講
座
が
開
発
し
た
モ
ニ
タ
ー
画
面
上
に
「
た
け
ま

る
く
ん
」の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場
す
る
音
声
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
。�

　
案
内
ロ
ボ
ッ
ト
「
た
け
ま
る
く
ん
」
は
自
律
移
動
、カ
メ
ラ
・
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
を
用

い
た
障
害
物
回
避
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
る
行
き
先
入
力
の
各
機
能
を
持
ち
、フ
ロ
ア
を

自
由
に
移
動
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
、多
く
の
関
係
者
を
式
場
に
案
内
す
る
な
ど
、最
先

端
技
術
を
披
露
し
、愛
ら
し
い
外
観
も
手
伝
っ
て
人
気
を
博
し
て
い
た
。�

　
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
６
大
学
連
携
「
市
民
公
開
講
座
」
が
、１１
月
２
・
９
・
１６

日
の
各
土
曜
日
に
、け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
交
流
棟（
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
）に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。�

　
同
講
座
は
、同
研
究
都
市
に
立
地
し
て
い
る
６
大
学（
本
学
、同
志
社
大
学
、同
志

社
女
子
大
学
、大
阪
電
気
通
信
大
学
、関
西
外
国
語
大
学
、大
阪
国
際
大
学
）が
連

携
し
、共
同
企
画
と
し
て
各
大
学
の
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、一
般
市
民
の
関
心
の
高
い
分

野
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
も
の
で
、今
回
が
３
回
目
の
開
催
と
な
る
。�

　
１６
日
の
講
座
で
は
、布
下
正
宏 

物
質
創
成
科
学
研
究
科
教
授
が
、「
世
界
を
結
ぶ

フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
｜
Ｉ
Ｔ
を
支
え
る
光
技
術
｜
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
の
よ
う
な
情
報
機
器
に
光
技
術
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
、

身
近
な
話
題
や
最
新
の
研
究
成
果
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、４０
名
余
り
の
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。�

　
本
学
は
、生
駒
市
と
の
共
催
に
よ
る
先

端
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、地
域
貢
献
事
業

の
一
環
と
し
て
、生
駒
市
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
I
S
T
A
は
ば
た
き
に
お
い
て
、

本
学
の
若
手
研
究
者（
助
手
、大
学
院
生
、

技
官
等
）が
講
師
と
な
り
、先
端
科
学
技

術
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
目
的
で

同
市
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に

実
施
し
た
も
の
で
、「
ミ
ク
ロ
の
世
界:

顕

微
鏡
で
い
ろ
ん
な
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
」
、「
色
と
光
の
秘
密
に
つ
い
て
」
、「
ま

わ
せ
！
ま
わ
せ
！
電
気
を
起
こ
そ
う
！
」
、

「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
講
座
」
、「
ロ
ボ
ッ
ト
博
士

に
な
ろ
う（
入
門
編
）」
と
い
っ
た
内
容
で
、

11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
隔
週
土
曜
日
に
、

各
研
究
科
の
研
究
内
容
の
特
徴
を
生
か

し
て
実
施
し
た
。�

　
第
１
回
の
１１
月
１６
日（
土
）に
は
、「
ミ
ク
ロ
の
世
界:

顕
微
鏡
で
い
ろ
ん
な
世
界
を
の

ぞ
い
て
み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、２３
名
が
参
加
し
た
。�

　
当
日
は
、ま
ず
顕
微
鏡
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
後
、紫
た
ま
ね
ぎ
の
表
皮
の
プ
レ
パ
ラ

ー
ト
を
作
製
し
、顕
微
鏡
で
観
察
し
て
か
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
顕
微
鏡
写
真
を
撮
っ

た
。そ
の
後
、講
師
が
本
学
か
ら
準
備
し
た
ニ
ワ
ト
リ
の
有
精
卵
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
の

変
異
体
、ゾ
ウ
リ
ム
シ
な
ど
の
研
究
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
を
実
体
顕
微
鏡

で
観
察
し
た
り
、参
加
者
が
持
参
し
た
自
分
の
見
た
い
も
の
を
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
に
し
て

顕
微
鏡
写
真
を
撮
っ
た
。�

　
参
加
者
全
員
が
白
衣
を
着
て
「
ま
め
科
学
者
」
に
変
身
し
、ピ
ン
セ
ッ
ト
や
ス
ラ
イ

ド
ガ
ラ
ス
、カ
ッ
タ
ー
、染
色
用
試
薬
な
ど
を
駆
使
し
て
色
々
な
材
料
と
格
闘
し
た
。�

　
参
加
者
た
ち
は
、予
定
時
間
が
過
ぎ
て
も
興
味
が
尽
き
な
い
様
子
で
、興
奮
冷
め

や
ら
ぬ
間
に
３
時
間
半
の
講
座
が
終
了
し
た
。�

▲ 紫たまねぎを観察する子供たち�
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植
村
俊
亮 

情
報
科
学
研
究
科
教
授
が�

「
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
フ
ェ
ロ
ー
」�

「
電
子
情
報
通
信
学
会
フ
ェ
ロ
ー
」
に
認
証�

木
戸
出
正
繼 

情
報
科
学
研
究
科
教
授
が�

「
平
成
14
年
度
情
報
処
理
学
会
フ
ェ
ロ
ー
」
に
認
証�

　
木
戸
出
正
繼 

情
報
科
学
研
究
科
教
授（
知
能
情
報

処
理
学
講
座
）は
、「
高
速
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
の
先

駆
的
研
究
と
そ
の
応
用
拡
大
」へ
の
貢
献
が
極
め
て
顕

著
で
あ
る
と
し
て
、「
平
成
１４
年
度
情
報
処
理
学
会
フ
ェ

ロ
ー
」
に
認
証
さ
れ
た
。こ
れ
は
、本
学
で
は
鳥
居
宏
次 

学
長（
平
成
１１
年
度
）、植
村
俊
亮 

同
研
究
科
教
授

（
平
成
１２
年
度
）、そ
し
て
渡
邉
勝
正 

同
研
究
科
教
授

（
平
成
１３
年
度
）に
続
く
も
の
で
あ
る
。�

　
木
戸
出
教
授
は
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
高
速
化
の
重
要
性
を
一
早
く
認
識
し
、画
像

処
理
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
研
究
を
行
い
、顔
認
識
を
具
体
例

と
し
て
本
分
野
の
基
盤
と
な
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
案

し
た
。
そ
し
て
、高
速
画
像
処
理
機
能
の
体
系
化
・
シ
ス

テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
設
計
、高
速
画
像
処
理
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
具
体
化
な
ど
に
取
組
み
、実
用
的
な
画
像
処

理
装
置
を
先
駆
的
に
開
発
し
た
。
ま
た
、こ
の
高
速
化

装
置
を
効
率
よ
く
利
用
し
、新
た
な
応
用
を
拡
大
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
会
話
型
画
像
処
理
環
境
を

構
築
し
た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
環
境
は
、研
究
室
の
実
験
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
画
像
処
理
技
術
を

現
場
の
組
込
み
評
価
に
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
、医
用
画
像
診
断
・
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

か
ら
産
業
現
場
応
用（
F
A
）・
事
務
所
応
用（
O
A
）

ま
で
、応
用
分
野
を
拡
大
す
る
の
に
貢
献
し
て
き
た
。�

　
こ
の
よ
う
に
同
教
授
が
画
像
処
理
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、日
本
の
画
像
処
理
技
術
レ
ベ

ル
を
国
際
的
に
高
め
る
と
と
も
に
、画
像
処
理
技
術
の

応
用
分
野
を
自
ら
開
拓
し
、こ
の
分
野
の
発
展
に
多
大

な
る
貢
献
を
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
。
同
教
授
は
こ
の
春
か
ら
同
学
会
関
西
支
部
長

を
務
め
、関
西
地
域
で
こ
れ
ら
の
活
動
を
活
性
化
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。�

　
植
村
俊
亮 

情
報
科
学
研
究
科
教
授（
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
学
分
野
）は
、平
成
１５
年
１
月
に
「IE
E
E
(T
he 
In-

stitute 
of 
E
lectrical 

and 
E
lectronics 

E
ngi-

neers, Inc.)

　
フ
ェ
ロ
ー
」に
推
挙
さ
れ
た
。 IE

E
E

は
、

世
界
に
約
３７
万
人
の
会
員
を
擁
す
る
ア
メ
リ
カ
の
学
会

で
、推
薦
理
由
は
、"for contributions to research 

and education of database engineering"

で
あ

る
。
ま
た
、こ
れ
に
先
立
っ
て
同
教
授
は
、「
デ
ー
タ
工
学

に
お
け
る
先
駆
的
な
研
究
と
そ
の
教
育
に
お
い
て
、き

わ
め
て
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
」
こ
と
に
よ
り
、平
成

１４
年
９
月
に
「
電
子
情
報
通
信
学
会
フ
ェ
ロ
ー
」の
称
号

を
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。
同
教
授
は
、こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
工
学
の
研
究
開
発
と
教
育
に
大
き
な
業
績
を
挙

げ
て
き
た
。
特
に
、磁
気
バ
ブ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
シ
ン
や
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
研
究
活
動
を
継
続
す
る
ほ
か
、優
れ
た
教
科
書
等

も
執
筆
し
、後
進
の
育
成
に
寄
与
し
て
き
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
、

ご
助
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。�

西
谷
紘
一 

情
報
科
学
研
究
科
教
授
が�

「
平
成
14
年
度
化
学
工
学
会
賞
研
究
賞
」
受
賞�

　
西
谷
紘
一 

情
報
科
学

研
究
科
教
授（
シ
ス
テ
ム

制
御
・
管
理
講
座
）が
、「
平

成
１４
年
度
化
学
工
学

会
賞
研
究
賞
」
を
受
賞

し
た
。
同
賞
は
、化
学
工

学
に
関
す
る
新
規
性
と
独
創
性
に
富
む
優
れ
た
研
究
、

も
し
く
は
特
に
完
成
度
が
高
い
優
れ
た
研
究
を
学
会

誌
に
発
表
し
た
正
会
員
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
、平
成
３

年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�
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下
畑
光
夫
さ
ん（
情
報
）が�

　
　
　
　
　
　
　
　
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
論
文
賞
」
受
賞�

土
居
洋
文 

情
報
科
学
研
究
科
客
員
教
授
の�

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、セ
レ
ス
タ
ー
・
レ
キ
シ
コ
・
サ
イ
エ
ン
シ
ズ
社
が�

「
第
２
回
日
本
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞 

経
済
産
業
大
臣
賞
」
受
賞�

戸
田
智
基
さ
ん（
情
報
）が�

「
第
18 
回
電
気
通
信
普
及
財
団
賞
・�

　
　
テ
レ
コ
ム
シ
ス
テ
ム
技
術
学
生
賞
」
受
賞�

　
今
回
、同
教
授
が
「
シ
ス
テ
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
プ
ラ

ン
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
」で
、定
型
的
な
扱

い
の
難
し
い
プ
ラ
ン
ト
ワ
イ
ド
な
制
御
問
題
や
、人
間
の

監
視
操
作
を
含
む
プ
ラ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
拡
張
に

取
組
み
、具
体
的
な
解
決
法
を
与
え
た
こ
と
に
対
し
て

同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
受
賞
対
象
の
研
究
は
、平
成
５
年
の
本
学
着
任
以
来

講
座
の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
組
ん
で
き
た
新
し
い
研

究
領
域
の
創
出
に
向
け
た
研
究
活
動
の
結
果
が
評
価

さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
研
究
遂
行
に
協
力
い
た

だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、こ
れ
か
ら
も

実
シ
ス
テ
ム
で
役
立
つ
特
色
あ
る
研
究
を
行
う
セ
ン
タ

ー
と
し
て
活
発
な
研
究
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。�

�

　
土
居
洋
文 

情
報
科

学
研
究
科
客
員
教
授（
蛋

白
質
機
能
予
測
学
人

材
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
）が
代

表
取
締
役
社
長
を
務
め

る
、セ
レ
ス
タ
ー
・
レ
キ
シ

コ
・
サ
イ
エ
ン
シ
ズ
株
式

会
社
が
、「
第
２
回
日
本
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞 

経
済

産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
ベ
ー
ス
に
果
敢
に
新
た
な
時
代
を
拓
こ
う
と

す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
独
創
的
な
研
究
開
発
、将
来

性
に
富
む
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、斬
新
な
バ
イ
オ
関
連
機
器
・

事
業
な
ど
を
顕
彰
す
る
目
的
で
、日
本
工
業
新
聞
社
が

一
昨
年
秋
に
創
設
し
た
も
の
で
、経
済
産
業
省
、文
部
科

学
省
、日
本
経
済
団
体
連
合
会
、日
本
商
工
会
議
所
な

ど
が
後
援
し
て
い
る
。�

　
同
社
は
、２
０
０
０
年
８
月
に
設
立
さ
れ
、バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
を
中
心
に
世
界
的
に
も
充
分
競
争
力

の
あ
る
コ
ア
技
術
を
確
立
し
、創
薬
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。�

　
授
賞
式
は
、２
月
５
日（
水
）、大
阪
国
際
会
議
場（
大

阪
市
北
区
）に
お
い
て
行
わ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�
�

　
日
本
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
に
は
昨
年
度
に
続
い
て

２
回
目
の
挑
戦
で
、受
賞
し
ま
し
た
。
審
査
基
準
は
、企

業
成
長
性
や
売
上
予
測
な
ど
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界

（
す
な
わ
ち
論
文
数
な
ど
）と
は
違
う
面
で
の
評
価
値

が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、実
務
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

の
両
方
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
情
報
科
学
研
究
科（
自

然
言
語
処
理
学
講
座
）

所
属
の
下
畑
光
夫
さ
ん

（
博
士
後
期
課
程
１
年
）

が
、「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
論
文
賞
」

を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、

情
報
科
学
技
術
フ
ォ
ー

ラ
ム（F

orum
 on Inform

ation T
echnology

）に

お
い
て
、査
読
付
き
論
文
で
の
発
表
論
文
の
中
か
ら
、優

秀
な
論
文
を
各
分
野
か
ら
１
件
ず
つ
表
彰
す
る
目
的

で
、今
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、同
氏
が
第
１
回
の

受
賞
者
に
選
ば
れ
た
。�

　
今
回
、「
用
例
翻
訳
の
た
め
の
同
義
表
現
同
定
」
と
い

う
研
究
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
他
に
も
優
れ
た
論
文
が
発
表
さ
れ
た
中
で
、本
論
文

が
表
彰
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
本
賞
を
励
み
に
し
て
、今
後
も
こ
の
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
情
報
科
学
研
究
科（
音

情
報
処
理
学
講
座
）所

属
の
戸
田
智
基
さ
ん（
博

士
後
期
課
程
２
年
）が
、

「
第
１８
回
電
気
通
信
普

及
財
団
賞
・
テ
レ
コ
ム
シ

ス
テ
ム
技
術
学
生
賞
」

を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、電
気
通
信
及
び
そ
れ
に
関
連

す
る
情
報
処
理
に
つ
い
て
の
工
学
的
、技
術
的
観
点
か

ら
の
研
究
テ
ー
マ
で
、大
学
生
を
対
象
に
平
成
３
年
度

か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。�

　
今
回
、「
周
波
数
軸
伸
縮
を
用
い
た
混
合
正
規
分
布

モ
デ
ル
に
基
づ
く
声
質
変
換
法
」
に
関
す
る
研
究
に
対

し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�
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小
林
俊
達
さ
ん（
バ
イ
オ
）が�

「
第
41
回
N
M
R
討
論
会�

　
　
　
　
最
優
秀
若
手
ポ
ス
タ
ー
賞
」
受
賞�

中
島
淑
貴
さ
ん（
情
報
）が�

「
第
12
回
I
S
I
D
学
生
論
文�

　
　
　
　
I
T
”夢

“大
賞
」
第
1
位
で
受
賞�

　
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
科（
生
体
高
分
子
構

造
学
講
座
）
所
属
の
小

林
俊
達
さ
ん（
博
士
前

期
課
程
２
年
）が
、「
第

41
回
N
M
R
討
論
会 

最
優
秀
若
手
ポ
ス
タ
ー
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、第

４１
回
N
M
R
討
論
会
に
お
い
て
、次
代
を
担
う
若
手
研

究
者
を
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。�

　
今
回
、「G

el-phase 

N
M
R
の
蛋
白
質
へ
の
応
用
」

と
い
う
研
究
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
こ
の
た
び
「
第
４１
回
N
M
R
討
論
会 

最
優
秀
若
手

ポ
ス
タ
ー
賞
」
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。�

　
現
在
蛋
白
質
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
最
も
要
求

さ
れ
て
い
る
事
は
、構
造
・
機
能
解
析
、お
よ
び
細
胞
内

に
お
け
る
蛋
白
質
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、迅
速
か
つ
網
羅

的
・
体
系
的
に
解
析
す
る
事
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今

回
受
賞
し
た
レ
ジ
ン
吸
着
条
件
下
蛋
白
質
の
N
M
R

測
定
方
法
開
発
に
関
す
る
研
究
「G

el-p
h
ase 

N
M
R
の
蛋
白
質
へ
の
応
用
」
は
、こ
れ
ま
で
蛋
白
質
の

N
M
R
研
究
に
お
い
て
測
定
対
象
と
さ
れ
て
き
た
２
状

態（
溶
液
、固
体
）以
外
の
状
態
を
測
定
対
象
と
す
る

方
法
の
研
究
で
あ
り
、そ
の
応
用
範
囲
は
基
礎
研
究
か

ら
産
業
ま
で
、先
に
述
べ
た
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
点
が
評
価
さ
れ
、受
賞
に
結
び
つ
い
た
と
思

い
ま
す
。�

　
今
後
は
、創
薬
等
の
産
業
へ
の
応
用
を
考
慮
し
た
本

法
の
改
良
を
行
う
と
共
に
、本
法
を
用
い
た
蛋
白
質
の

構
造
解
析
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
研
究
は
児
嶋
長
次
郎

助
教
授
、三
島
正
規
助
手
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�  

こ
の
た
び
、こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

大
変
光
栄
で
す
。
修
士
課
程
に
お
い
て
行
っ
た
「
周
波
数

軸
伸
縮
を
用
い
た
混
合
正
規
分
布
モ
デ
ル
に
基
づ
く
声

質
変
換
法
」
に
関
す
る
研
究
が
、こ
の
た
び
の
受
賞
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
音
声
に
よ
る
人
間
と
機
械
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

機
械
か
ら
人
間
へ
の
伝
達
に
用
い
ら
れ
る
合
成
音
声
に

多
様
性
を
持
た
す
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
本
研
究

は
、多
様
性
の
１
つ
と
し
て
話
者
性
に
着
目
し
、様
々
な

話
者
の
音
声
を
よ
り
柔
軟
に
合
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。�

　
今
後
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、今
回
の
受
賞
は
非
常

に
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。
指
導
教
官
で
あ
る
鹿
野

清
宏 

教
授
を
は
じ
め
と
し
て
多
大
な
助
言
を
頂
い
た

多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。�

　
情
報
科
学
研
究
科（
言

語
科
学
講
座
）
所
属
の

中
島
淑
貴
さ
ん（
博
士

前
期
課
程
２
年
）が
、「
第

１２
回
I
S
I
D
学
生

論
文
I
T
”夢
“大
賞
」

の
第
1
位
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、株
式
会
社
電
通
国
際
情
報
サ
ー
ビ
ス（
I
S
I
D
）

が
、次
世
代
を
担
う
学
生
の
I
T
へ
の
関
心
や
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、若
い
人
達
の
発
想
か
ら
未
来
の
情

報
社
会
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
、オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
意
欲
溢
れ
る
論
文
に
対
し
て

授
与
す
る
も
の
で
、今
回
で
１２
回
目
と
な
る
。�

　
今
回
、「
無
音
声
認
識（
言
霊:

こ
と
だ
ま
）〜
新
た
な

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
入
力
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て

〜
」
と
い
う
論
文
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
学
生
の
I
T
に
関
す
る
夢
を
語
る
論
文
と
い
う
こ
と

で
、高
校
受
験
を
控
え
た
娘
を
持
つ
身
で
あ
り
な
が
ら
、

学
生
で
あ
る
の
を
よ
い
こ
と
に
、修
士
論
文
の
テ
ー
マ
を

も
と
に
応
募
し
て
み
ま
し
た
。
昨
年
受
賞
さ
れ
た
方
が
、

３８
歳
で
あ
っ
た
こ
と
と
、４
月
か
ら
の
学
費
を
ど
う
工
面

す
る
か
、見
通
し
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
週
３

日
、医
師
と
し
て
の
勤
務
を
続
け
な
が
ら
、２
年
間
の
大

学
院
生
活
は
大
変
で
し
た
が
、情
報
科
学
に
対
す
る
夢

だ
け
は
若
い
学
生
さ
ん
に
負
け
な
い
つ
も
り
で
し
た
。
周

り
の
方
々
に
評
価
し
て
い
た
だ
く
と
、本
当
に
励
み
に
な

り
ま
す
。
後
期
博
士
課
程
の
３
年
間
、娘
と
一
緒
に
卒
業

で
き
る
こ
と
を
夢
見
て
、頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。�
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松
井
文
彦 

物
質
創
成
科
学
研
究
科
助
手（
凝
縮
系

物
性
学
講
座
）が
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
表
面
界
面
分
析

会
議 

ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、表

面
及
び
界
面
を
研
究
す
る
ア
ジ
ア
や
環
太
平
洋
諸
国
の

研
究
者
が
一
同
に
集
ま
り
、新
し
い
分
析
法
や
表
面
科

学
の
原
子
レ
ベ
ル
で
の
解
明
に
つ
い
て
議
論
す
る
同
会
議

に
お
い
て
、優
秀
な
発
表
に
対
し
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

今
回
初
め
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
今
回
、「A

tom
ic O
rbital A

nalysis of C
u(001) 

V
alence B

and by T
w
o-D
im
ensional P

hoto-
electron

 
S
p
ectroscop

y

」
と
い
う
研
究
に
対
し
て

同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
助
手
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
会
議
に
参
加
し
、nan

o 
tech

n
olog
y

とatom
ic 

lev
el 
ch
aracterization

が
お
隣
の
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
各
国
で
盛
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
知

り
、ま
た
多
く
の
知
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

の
上
、思
い
が
け
ず
こ
の
会
議
の
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
を

頂
く
こ
と
が
で
き
、共
同
研
究
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
喜

ん
で
い
ま
す
。�

　
今
回
の
発
表
は
、「
二
次
元
光
電
子
分
光
」
と
い
う

手
法
の
開
発
と
、そ
れ
を
用
い
て
銅
のF
erm
i

面
を
立

体
的
に
捉
え
、こ
の
電
子
状
態
を
作
る
電
子
達
の「
形
」

を
観
る
と
い
う
実
験
で
す
。
基
礎
的
な
研
究
で
す
が
、

今
後
も
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
で
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

山
本
幸
司
　

さ
ん（
物
質
）が�

「
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
学
生
優
秀
発
表
賞
」
受
賞�

武
田
博
明 

物
質
創
成
科
学
研
究
科
助
手
が�

「
第
14
回
日
本
M
R
S
学
術�

　
　
　
　
　  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
奨
励
賞
」
受
賞�

松
井
文
彦 

物
質
創
成
科
学
研
究
科
助
手
が�

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
表
面
界
面
分
析
会
議�

 

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞
」
受
賞�

副
賞
の�

「
ク
ラ
イ
ン
の
壷
の�

　
　
ガ
ラ
ス
細
工
」�

▲
�

　
武
田
博
明 

物
質
創

成
科
学
研
究
科
助
手（
演

算
・
記
憶
素
子
科
学
講
座
）

が「
第
１４
回
日
本
M
R
S

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
奨

励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

同
賞
は
、日
本
M
R
S

が
平
成
１１
年
に
制
定
し
、同
会
が
定
期
的
に
開
催
す
る

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
優
秀
な
発
表
を
し
た
若

手
研
究
者（
３６
才
以
下
）に
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

　
今
回
、
昨
年
１２
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１４
回
日
本

M
R
S
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
東
京
工
業
大
学 

大
岡
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）に
お
い
て
同
助
手
が
発
表
し
た
論
文�

「Synthesis and C
haracterization of B

a
3 M

5+ 

G
a
3 Si 2 O

14 (M
=
N
b,T
a) C
rystal

」に
対
し
て
同
賞

が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
助
手
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
大
変
嬉
し
く
、ま
た
今
後
の

研
究
の
励
み
に
な
り
ま
す
。�

　
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
や
携
帯
電
話
、P
H
S
と
い
っ
た
移
動

体
通
信
機
器
分
野
に
お
い
て
、圧
電
結
晶
が
バ
ル
ク
弾

性
波
デ
バ
イ
ス
や
表
面
弾
性
波
デ
バ
イ
ス
の
材
料
と
し

て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
現
在
、こ

れ
ら
の
デ
バ
イ
ス
に
は
水
晶
と
ニ
オ
ブ（
タ
ン
タ
ル
）酸
リ

チ
ウ
ム
が
主
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、次
世
代
デ
ジ
タ
ル

通
信
機
器
用
材
料
と
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
を
合
わ
せ

も
つ
材
料
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
発
表
で
報
告
し
た
結

晶
は
、W

-C
D
M
A

基
地
局
用
弾
性
波
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し

て
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
ラ
ン
ガ
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
圧

電
材
料
と
同
構
造
を
も
つ
化
合
物
で
す
。
同
結
晶
は
ラ

ン
ガ
サ
イ
ト
に
比
べ
原
料
に
含
ま
れ
る
高
価
な
ガ
リ
ウ

ム
の
使
用
を
４０
%
も
削
減
さ
せ
、か
つ
、よ
り
良
好
な
フ

ィ
ル
タ
ー
特
性
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今

後
、実
用
化
を
狙
い
、更
に
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
な
お
、本
研
究
の
一
部
が
科
学
研
究
費
補
助
金
と
日

本
板
硝
子
工
学
助
成
金
の
援
助
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ

と
を
付
記
し
ま
す
。�

　
物
質
創
成
科
学
研

究
科（
光
機
能
素
子
科

学
講
座
）
所
属
の
山
本

幸
司
さ
ん（
博
士
前
期

課
程
２
年
）が
、「
映
像

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
学

生
優
秀
発
表
賞
」
を
受

賞
し
た
。
同
賞
は
、同
学
会
年
次
大
会
で
学
生
に
よ
る

発
表
を
奨
励
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
、優
秀
な
発
表
を

行
っ
た
学
生
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。�
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出 版 物 紹 介�

田  

文
杰（Tian W

enjie

）さ
ん（
物
質
）が�

「2nd K-JIST/NAIST Joint Sym
posium

�
on Advanced M

aterials Poster Aw
ards
」
受
賞�

　
本
書
は
計
算
言
語
学（
自
然
言
語
処
理
）に
関
す
る

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
り
、３８
章
よ
り
な
る
。
全
体
は
、３
つ

のp
art

に
分
割
さ
れ
、主
に
言
語
学
基
礎（
９
章
）、言

語
処
理
の
基
礎
技
術
と
手
法（
１７
章
）、応
用
研
究（
１２

章
）か
ら
な
っ
て
い
る
。
自
然
言
語
処
理
は
、１
９
４
９
年

のW
.W
eaver

に
よ
る
機
械
翻
訳
の
可
能
性
の
示
唆
に

始
ま
り
、数
値
計
算
以
外
の
最
も
古
い
計
算
機
応
用
分

野
と
言
わ
れ
、５０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
の
間
、言
語
学
や
計
算
論
の
基
礎
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
様
々
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
提
案
さ
れ
、最
近
で

は
、大
量
の
言
語
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
統
計
的
、あ
る
い

は
、機
械
学
習
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
盛
ん
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
な
ど
多
岐
に
渡
る
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。�

　
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、そ
の
間
に
発
展
し
た
理
論
や
手

法
を
分
類
し
、歴
史
的
背
景
か
ら
最
新
の
方
法
論
ま
で

バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。
巻
末
に
は
用
語
説
明
一

覧
を
含
み
、こ
の
分
野
の
初
学
者
あ
る
い
は
自
分
の
専

門
外
の
ト
ピ
ッ
ク
を
知
る
た
め
の
格
好
の
教
科
書
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。�

　
本
書
で
私
は
、partII

のL
exical K

now
ledge A

c-
quisition

の
章
を
担
当
し
、電
子
化
さ
れ
た
言
語
デ
ー

タ
か
ら
言
語
処
理
の
た
め
の
種
々
の
言
語
知
識
を
自
動

獲
得
す
る
手
法
を
解
説
し
た
。�

�

（
情
報
科
学
研
究
科
　
自
然
言
語
処
理
学
講
座
教
授�

　
松
本
裕
治
）�

　
今
回
、「
変
調
光
検
波
方
式
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
―
画

像
特
性
―
」
と
い
う
研
究
に
対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ

た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�
　
こ
の
た
び
、こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
あ
た
っ
て
、

御
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
室

の
皆
様
、共
同
研
究
先
の
マ
イ
ク
ロ
シ
グ
ナ
ル
株
式
会
社

の
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、今
回
の
受
賞

を
励
み
と
し
て
今
後
も
研
究
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
物
質
創
成
科
学
研
究

科（
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク

講
座
）所
属
の
田
　

文
杰

（T
ian W

enjie

）さ
ん（
博

士
後
期
課
程
２
年
）が
、

「2n
d

 K
-JIS
T
/N
A
-

IST
 Joint Sym

posium
 on A

dvanced M
aterials 

P
oster A

w
ards

」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
、１１
月
６
日

（
水
）か
ら
４
日
間
、同
研
究
科
と
韓
国
光
州
科
学
技

術
院（K

-JIST

）物
質
理
工
学
研
究
科
と
の
共
催
で
開

催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
Ｐ
６
参
照
）に
お
い
て
、

日
韓
両
学
生
の
中
か
ら
優
秀
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

　
今
回
、「V

esicular N
ano-D

evice Inspired by 
B
iological Signal T

ransduction

」
と
い
う
発
表
に

対
し
て
同
賞
が
授
与
さ
れ
た
。�

　
受
賞
に
つ
い
て
の
同
氏
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。�

�

　
こ
の
度
、「2n

d
 K
-JIS
T
/N
A
IS
T

 Join
t S
y
m
p
o-

siu
m

 on
 A
d
v
an
ced

 M
aterials

」
に
お
い
てP

oster 
A
w
ard
s

と
い
う
名
誉
な
賞
を
頂
き
、大
変
光
栄
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。�

　
私
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
し
て
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ

ク
科
学
講
座
に
所
属
し
、生
体
の
情
報
伝
達
機
能
に
学

ぶ
、人
工
超
分
子
デ
バ
イ
ス
の
開
発
に
つ
い
て
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
当
研
究
室
で
は
、生
体
の
Ｇ
蛋
白
質
介
在

型
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
を
モ
デ
ル
と
し
た
人
工
シ
グ
ナ
ル
伝

達
系
が
既
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、天
然
の
シ
グ

ナ
ル
伝
達
系
の
一
種
で
あ
る
イ
ノ
シ
ト
ー
ル
リ
ン
脂
質
介

在
型
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
は
、脂
質
分
子
自
身
が
シ
グ

ナ
ル
と
し
て
機
能
す
る
興
味
深
い
系
で
す
。
今
回
、私
は

こ
の
系
の
機
能
を
取
入
れ
た
人
工
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
を

構
築
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、先
生
方
か
ら
適
切
な
御
指

導
、御
助
言
を
賜
り
、そ
し
て
素
晴
ら
し
い
研
究
環
境

で
実
験
で
き
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
外
国
で
研
究
生
活
を
送
る
こ
と
は
大
変
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、今
ま
で
、私
は
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
科
学

講
座
で
２
年
半
を
過
ご
し
、菊
池
先
生
、佐
々
木
先
生

を
は
じ
め
、研
究
室
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
、お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
、こ
の
賞
を
励
み
に
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�
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�
秋期入学式を挙行�
於附属図書館。博情報科学研究科士後期課程４名、博士前期課程５名、物理創成科学研究科博士前期課程３名の新入
生が入学した。�
�
情報、国際シンポジウムを開催�
於奈良県新公会堂。文部科学省国際シンポジウム開催経費を受け、「第１回実証ソフトウェア工学国際シンポジウム」を開催。
15ヶ国から189名が参加した。�
�
生駒ベンチャーワークショップを開催（全6回）�
於先端科学技術研究調査センター。学内のベンチャー起業への理解と気運を高めることを目的として開催。�
�
第４回NAIST電子図書館学講座を開講  �
於附属図書館。電子図書館システム及び著作権に関する本格的な職員養成講座を開講した。４回目となる今回は、23機関
から25名が参加した。�
�
第５回運営諮問会議を開催�
於事務局。鳥居学長から、現在の国立大学を取巻く状況及び本学での取組み状況等についての報告があった後、「国立大学
法人化を踏まえた本学の将来像」について諮問がなされた。�
�
情報アドバイザー委員会を開催�
於情報科学研究科。同研究科の現状報告・研究室見学の後、国立大学法人化を踏まえた同研究科の将来についてアドバイ
ザー委員から意見が出された。�

�
オープンキャンパス

,
02－先端科学技術の最前線－を開催�

於本学構内。高山サイエンスフェスティバルの一環として開催。８回目となる今回は、生駒市との「親子科学教室」、本学支援
財団との「小中学生のためのバイオサイエンス講座」、生駒商工会議所との「ものづくりフェアー」も同時開催し、いずれも好評
を博した。�
�
物質、国際シンポジウムを開催�
於物質創成科学研究科。韓国光州科学技術院(K-JIST)物質理工学研究科と合同で「2nd K-JIST/NAIST Joint Sympo-
sium on Advanced Materials」を開催。K-JISTから16名が来日した。�
�
バイオ、特許説明会を開催�
於ヒルトンホテル大阪。横田 バイオサイエンス研究科教授と重岡 近畿大学農学部教授の共同発明「高等植物の生産性を
向上させる方法」の国有特許の成立を受けて開催。�
�
NAIST COE-ISセミナーを開催�
於情報科学研究科。文部科学省の21世紀COEプログラムに採択されたことを受けて開催。Robert Kowalski名誉教授（Imperial 
College, London）、Yi-Tzuu Chien博士（WTEC,Ink.USA）、Nariman Farvardin教授（Dean, A.J.Clark School of 
Engineering, Univercity of Maryland,College Park,Maryland,USA）を招き実施した。�
�
第２回NAIST産学連携フォーラムを開催�
於先端科学技術研究調査センター。「次世代インターネット技術と情報セキュリティ」をテーマに開催し、約50名の参加者があ
った。��
物質アドバイザー委員会を開催�
於物質創成科学研究科。同研究科の現状報告の後、優秀な学生の確保、国立大学法人化を踏まえた教育体制並びに研究
体制についてアドバイザー委員から意見が出された。その後施設見学が行われた。 �
�
第１回NAISTリカレントバイオワークショップを開催�
於バイオサイエンス研究科。先端科学技術は日進月歩であるため、修了生に定期的に最新の研究を講義すること、及び修了生
と大学の絆を強くすることを目的に、同研究科修了生を対象に開催。初めての試みである今回は第１・２期修了生を中心に実
施し23名が参加した。�

�
オセアニア大学職員との懇談会（AIEJ/ユネスコ青年交流信託基金国際交流担当者プログラム）を実施�
於先端科学技術研究調査センター及び事務局。オセアニアの大学職員と直接交流を行うことにより、海外の大学の実情を理
解するとともに、互いの抱える課題やその対応策を認識し、国際交流の推進の必要性・方策を考える機会として実施。オセアニ
アの大学職員４名が来学し本学職員と交流した。�
�
知的財産権セミナーを開催�
於先端科学技術研究調査センター。特許庁、近畿経済産業局との共催で、大学等の研究成果の権利化・管理並びに技術移
転などを支援することを目的に開催。80名以上の参加があった。�
�
留学生懇話会を実施�
於ミレニアムホール。留学生と留学生支援団体関係者や教職員及びチューターと交流を深める場として開催。�
�
学位記授与式を挙行�
於附属図書館。情報学科研究科博士後期課程２名、バイオサイエンス研究科博士後期課程１名の課程修了者に学位記が
授与された。�
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